
～ 令和8年2月13日

（対象者数） 15 （回答者数） 15

～ 令和8年2月13日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

「できる」「できない」だけに目を向けるのではなく「たく

さんの経験」を通して成長に繋げられるよう、様々な活動や

取り組みを提供していきます。

個々の年齢や発達に合わせた課題提供を行い、「なぜ課題と

なっているのか」を探りながら向き合い方や軽減の仕方を模

索しています。

2

ご家庭での悩みや不安に対し、療育を通してできることや気

づきを保護者と共有することで家庭と共に児童の成長、発達

を促していきます。

定期開催の茶話会に加えて、保護者のニーズを伺いながら研

修会の実施も増やしていけるよう努めます。

3

日々成長し変化していく児童の状況に合わせて必要な情報を

取りこぼさずに共有できるよう連携を深めていき、児童やご

家族が周囲のサポートを受けながら安心して生活できるよう

支援していきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

利用児童の情緒の安定を優先しつつ、早い段階で交流が可能

だと思われる保育所や幼稚園に具体案を打診し、短時間での

交流を図ることができるよう連携を図っていきます。

2

地域の避難所を利用した避難訓練の継続、事業所の活動に興

味を持っていただいている地域の方とのコミュニケーション

を通して事業所の理解を深めていき、少しずつ交流の機会を

設けて行くことが出来るような案を検討していきます。

3

保護者が必要としている情報や知りたいテーマについて情報

収集を行いながら、研修会の開催や情報提供や発信の回数を

増やしていくことが出来るよう検討していきます。

児童一人ひとりの特性や発達状況に合わせた課題提供や支援

「じぶんでやってみる」を大切にすることで「じぶんのきもち

をつたえる」「じぶんのことができる」のステップに繋げると

共に、小さなことでも「できた」を経験することで自信に繋げ

られるよう支援しています。

職員間での情報共有を行い、支援の方向性を統一することで児

童が安定して活動参加出来るよう努めています。

丁寧な家族支援、保護者との連携や共通理解

併行利用先や就学先、各医療機関や地域保健福祉など児童とそ

のご家族を支える関係機関とは随時連絡を取りながら、必要に

応じて情報共有や見学の場を設けたり、担当者会議を実施する

ことでチーム全体でサポートが出来るよう取り組んでいます。

関係機関との情報共有および連携

連絡帳や送迎時のコミュニケーションはもちろん、必要に応じ

て随時面談の時間を設け、ご家族の不安や負担の軽減に繋がる

ようサポートしています。またご家族からのニーズによって通

院のサポートや各種検査への同行も実施しています。

保護者同士の交流や必要な情報の提供の場として茶話会や研修

の場の提供にも取り組んでいます。

家族を対象とした研修会や情報提供の実施
今年度は外部からの講師を招いて研修を実施する事ができたも

のの、情報提供や継続的な実施が出来ませんでした。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保育所や幼稚園、その他地域の子ども達と活動をする機会

公共の場などへの外出を通して地域の子どもたちとの出会いは

あったものの、保育所や幼稚園等とは行事の兼ね合いや感染症

対策などもあり、直接的に関わる機会を設けることは出来ませ

んでした。

地域住民との交流や地域に開かれた事業運営

地域の方々との挨拶やコミュニケーションは図ってきました

が、児童への支援や情緒の安定を最優先としてきたこともあ

り、事業所として地域に向けての発信や交流を図る機会は持つ

ことが難しい状況でした。

令和8年2月2日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年3月1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 発達支援センター栄光まきびと園

○保護者評価実施期間
令和8年2月2日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



発達支援センター栄光まきびと園 令和8年3月13日

１５名 回収数 １５名

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1
こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いま

すか。
15 0 0 0 ・十分に確保されています。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 15 0 0 0

・とても手厚くてありがたいで

す。

・とても安心できると思ってい

ます。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっ

ていると思いますか。また、事業所の設備等は、障害特性に

応じて、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切になさ

れていると思いますか。

15 0 0 0

・それぞれの特性を考え、全体

的にも分かりやすくなっている

と思います。

4

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると

思いますか。また、こども達の活動に合わせた空間となって

いると思いますか。

15 0 0 0
・いつもとてもきれいにしてい

ただいています。

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門

性のある支援が受けられていると思いますか。 
15 0 0 0

・とても理解してもらっている

と思います。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する

支援内容と合っていると思いますか 。
15 0 0 0 ・合っています。

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題

が客観的に分析された上で、児童発達支援計画（個別支援計

画）が作成されていると思いますか。

15 0 0 0
・しっかりとした支援計画に

なっています。

8

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童

発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支

援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必

要な項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内容が

設定されていると思いますか。

15 0 0 0

・いつも子供の特性に合わせた

支援をしていただき感謝してい

ます。

9
児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思います

か。
15 0 0 0

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されてい

ると思いますか。
15 0 0 0

・常に本人に変化がないか見て

もらっているので工夫されてい

ます。

11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で

他のこどもと活動する機会がありますか。
3 7 4 1

・保育園や幼稚園は難しくても

支援センターなら子どもたちと

活動できないでしょうか？

・他の幼稚園等の行事とすり合

わせするのはなかなか難しいと

思いますが、今後実現出来たら

子供達にとってとてもいい刺激

になると思います。

・それぞれの特性がありなかな

か難しいと思います。

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者

負担等について丁寧な説明がありましたか。
15 0 0 0

・必ずしっかりとした説明がさ

れます。

13
「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなさ

れましたか。
15 0 0 0

・必ずしっかりとした説明がさ

れます。

保

護

者

へ

の

説

明

等

環

境

・

体

制

整

備

適

切

な

支

援

の
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供

保育所や幼稚園に限らず地域の場

も含めて、インクルーシブな取り

組みを意識した活動提供を検討し

ていきます。

児童一人ひとりの個性、特性を受

けとめ、それぞれに合った支援プ

ログラムの提供を行っていきま

す。

皆さまにとって分かりやすい内容

説明を心掛けていきます。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

今後も利用されている児童それぞ

れが分かりやすく、活動しやすい

環境作りを心掛けていきます。

公表日

利用児童数

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



発達支援センター栄光まきびと園 令和8年3月13日

１５名 回収数 １５名

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

事業所名

ご意見を踏まえた対応

公表日

利用児童数

保護者等からの事業所評価の集計結果公表

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレン

ト・トレーニング等)や家族等も参加できる研修会や情報提

供の機会等が行われていますか。

15 0 0 0

・理学療法士や歯科医師の方の

話を聞いたり、アドバイスを頂

けたことがとても貴重な経験で

よかった。

・家族支援、勉強になるお話な

どされています。

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や

発達の状況について共通理解ができていると思いますか。
15 0 0 0 ・毎日しっかりできています。

16
定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われてい

ますか。
15 0 0 0 ・とても安心できています。

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 15 0 0 0

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護

者同士の交流の機会が設けられるなど、家族への支援がされ

ているか。また、きょうだい向けのイベントの開催等によ

り、きょうだい同士の交流の機会が設けられるなど、きょう

だいへの支援がされていますか。

13 2 0 0

・茶話会などにより、良い交流

が出来ています。きょうだい交

流イベントはありませんが、

きょうだい児への相談も聞いて

もらって助かっています。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整

備されているとともに、こどもや保護者に対してそのような

場があることについて周知・説明され、相談や申入れをした

際に迅速かつ適切に対応されていますか。

15 0 0 0

・日々の様子をこまめに共有し

てくださり、家庭でも同じ視点

で関わることができています。

連携の取りやすさに助けられて

います。

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がな

されていると思いますか。
15 0 0 0

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予

定、連絡体制等の情報や業務に関する自己評価の結果をこど

もや保護者に対して発信されていますか。

15 0 0 0

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 15 0 0 0 ・十分にされていると思います。

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、

防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護

者に周知・説明されていますか。また、発生を想定した訓練

が実施されていますか。

15 0 0 0 ・しっかりとされています。

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出そ

の他必要な訓練が行われていますか。
15 0 0 0

25

事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周

知される等、安全の確保が十分に行われた上で支援が行われ

ていると思いますか 。

15 0 0 0
・安全面についても十分配慮さ

れていると感じております。

26

事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速や

かな連絡や事故が発生した際の状況等について説明がされて

いると思いますか。

15 0 0 0

27 こどもは安心感をもって通所していますか 。 15 0 0 0
・とても安定して楽しく通って

います。

非

常

時

等

の

対

応

保

護

者

へ

の

説

明

等

満

足

度

外部からの講師を招きつつ、保護

者の方々が知りたい情報などの提

供が出来るよう企画、実施をして

いきます。

茶話会や保護者会を通して保護者

間の交流が深まっている為、今後

も定期的に実施していきます。

きょうだい交流イベントは今後の

取り組みの一つとして検討してい

きます。

行事予定や活動報告のおたよりを

月に一度、その他にも健康や防災

に関するおたよりなど必要に応じ

て発行しています。

毎月、様々な災害などを想定した

避難訓練を実施すると共に、年に

一度の引き渡し訓練（外部への避

難）や参観日の避難訓練を継続し

ていきます。



発達支援センター栄光まきびと園 令和8年3月13日

１５名 回収数 １５名

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

事業所名

ご意見を踏まえた対応

公表日

利用児童数

保護者等からの事業所評価の集計結果公表

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 10 5 0 0

・通所を楽しみにしておりま

す。

・本人の気持ちを言葉で聞くこ

とができない為、わからないと

します。

・とても楽しんでいます。

29 事業所の支援に満足していますか。 15 0 0 0 ・すごく満足しています。

満

足

度

一人ひとりの児童が園での活動を

楽しみに登園してもらえるよう、

支援や活動の工夫を行っていきま

す。



発達支援センター栄光まきびと園
公表日 令和8年3月13日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1
利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切で

あるか。
6 0

活動ごとに部屋を変えることで、児

童の気持ちの切り替えと見通しに繋

がるよう配慮しています。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は

適切であるか。
6 0

指定基準に基づいた職員人数を配置

しています。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境

になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特

性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配

慮が適切になされているか。

5 1

元幼稚園園舎であった為、バリアフ

リーという点では難しいところがあ

るものの、そこを利用して児童の運

動機能向上に繋げています。また児

童の特性に合わせ、職員間で相談し

ながら必要な時、必要なタイミング

で環境調整を行っています。

4

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になって

いるか。また、こども達の活動に合わせた空間となっ

ているか。

6 0

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用する

ことが認められる環境になっているか 。
6 0

家具の配置等を都度変更し、児童に

合わせた空間を作りをしています。

6
業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振

り返り)に、広く職員が参画しているか。
6 0

毎月の職員会議の場に加えて、日々

の打合せ時にも話し合う時間を設け

ることが出来ています。

7

保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握す

る機会を設けており、その内容を業務改善につなげて

いるか。

6 0

今後のより良い支援に繋げる為、毎

年実施している保護者からの評価を

全職員で共有し、必要に応じて改善

策を検討しています。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容

を業務改善につなげているか。 
6 0

一方的にならず職員それぞれの意見

が出しやすい環境作りをしていきま

す。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善に

つなげているか。
2 3

第三者による外部評価は実施してい

ませんが、法人内部監査を通して年

度ごとに業務改善が必要な点を確認

し改善に繋げています。

10

職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会

や法人内等で研修を開催する機会が確保されている

か。

6 0

外部で行われる各研修の情報提供を

行い、可能な限り職員の希望に沿っ

た研修参加が出来るよう努めていま

す。

外部研修で得た知識や情報について

職員間で共有を深める場を設けて行

きより一層の資質向上に努めます。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 6 0
令和7年3月1日に法人ＨＰにて公表し

ています。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こ

どもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上

で、児童発達支援計画を作成しているか。

6 0

13

児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管

理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共

通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が

行われているか。 

6 0
個別支援計画作成前、案作成後に

様々な角度からの見解を含めた話し

合いを行い、情報共有を図った上で

個別支援計画への反映、直接支援に

繋げています。

事業所名
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事業所における自己評価結果公表



発達支援センター栄光まきびと園
公表日 令和8年3月13日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

事業所名

事業所における自己評価結果公表

14
児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った

支援が行われているか。 
6 0

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用

いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察な

ども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等

により確認しているか。

6 0
事業所独自のアセスメントシートを

用いています。

16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの

「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、

「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連

携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの

支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体

的な支援内容が設定されているか。

6 0

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 6 0

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 6 0

19

こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組

み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われ

ているか。

6 0

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行

われる支援の内容や役割分担について確認し、チーム

で連携して支援を行っているか。

6 0

21

支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日

行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有し

ているか。

6 0

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の

検証・改善につなげているか。
6 0

連絡帳の控えの保管、日々の支援記

録をしっかり行い、支援状況や取り

組み課題の把握に繋げています。

打合せ時の情報共有内容が記録に反

映されていない事がある為、徹底を

図っていきます。

23

定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見

直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っている

か。

6 0

24

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機

関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が

参画しているか。

6 0
状況に応じて適任だと思われる職員

が参加しています。

25

地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害

福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う

体制を整えているか。

6 0

児童や家庭の環境に応じて各関係機

関（幼保・行政・医療機関・教育機

関等）との連携（見学や担当者会

議、書面での情報共有など）を図

り、児童だけでなく家族も含めたサ

ポート体制をとっています。

個別支援計画作成前、案作成後に

様々な角度からの見解を含めた話し

合いを行い、情報共有を図った上で

個別支援計画への反映、直接支援に

繋げています。

季節や健康状態を考慮しながら職員

間で話し合い、子どもたちの状況に

合わせた活動プログラムを組み立て

ています。

支援前と支援後それぞれに打合せの

時間を設け、日々の予定や役割確

認、日々の活動からの気づきなど情

報共有を行い、翌日以降の支援に反

映できるよう努めています。
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事業所名

事業所における自己評価結果公表

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルー

ジョン推進の観点から支援を行っているか。また、そ

の際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校

(幼稚部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理

解を図っているか。

6 0

保護者も含め併行利用先と三者間で

連絡帳を共有することで、それぞれ

の場所での課題や現状を把握すると

共に対応案や支援内容の相互理解を

図っています。

個別療育と集団活動の違いからそれ

ぞれの環境において児童の戸惑いも

見られていますが、出来るだけ負

担・不安の軽減が出来るようこまめ

に情報共有を行っています。

27

就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学

部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っ

ているか。

6 0

小学校との連絡会にて情報共有を行

い、可能な限り年度内に見学に来て

頂き児童の様子を見ながら支援内容

等の情報共有を図っています。

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事

業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取

組等を行っているか。

29

質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等か

ら助言を受けたり、職員を外部研修に参加させている

か。

30
(自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て

会議等へ積極的に参加しているか。

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に

応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けて

いるか 。

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の

中で他のこどもと活動する機会があるか。
1 5

保育所や幼稚園に限らず地域の場も

含めて、インクルーシブな取り組み

を意識した活動提供を検討していき

ます。

33
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの

発達の状況や課題について共通理解を持っているか。
6 0

34

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家

族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家

族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行ってい

るか。

3 3

外部講師に依頼するなどしながら、

保護者が参加出来る研修や情報提供

の場を設けてきました。

保護者のニーズを聞きながら研修や

情報提供の場を増やしていけるよう

検討していきます。

35
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁

寧な説明を行っているか。
6 0

36

児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者

の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点

を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設

けているか 。

6 0

37

「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を

行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ている

か。

6 0

児童や保護者からのニーズを聞き、

意思を尊重しながら個別支援計画作

成し、計画内容説明時に保護者から

の同意を得て支援に繋げています。

31 2 4

地域に児童発達支援センターがない

為、必要に応じて地域支援マネ

ジャーや法人内部からの助言を受け

ています。

今後地域の児童発達支援センター設

立の動向を見ながら連携を図る事が

出来るよう情報収集等に努めていき

ます。
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38

定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談

に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っている

か。

6 0
定期的な面談以外にも随時相談の時

間を設けています。

39

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催

する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等

の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流す

る機会を設ける等の支援をしているか。

6 0

行事の際の保護者会や定期開催の茶

話会を通して保護者同士が交流でき

る場所を提供しています。

きょうだい同士の交流の場について

は今後具体的な取り組み案を検討し

ていきます。

40

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の

体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、

相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応して

いるか。

6 0

41

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用

することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の

情報をこどもや保護者に対して発信しているか。

6 0

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 6 0

43
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達

のための配慮をしているか。
6 0

44
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれ

た事業運営を図っているか。
2 4

地域の避難所を利用した避難訓練や

公共の場を利用しての活動は行えた

ものの、地域住民との直接的な関わ

りは挨拶や言葉を交わす程度で薄

かったと感じています。

45

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マ

ニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や

家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実

施しているか。

6 0

各マニュアルの策定と必要に応じた

周知、毎月の避難訓練は実施してい

ます。

今年度は海外での災害による警報発

令等があった為、災害マニュアルや

連絡手段の見直しを行いよりスムー

ズに事業所の運営と連絡が行えるよ

う取り組みます。

46

業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害

の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練

を行っているか。

6 0
各ＢＣＰに基づき訓練及び研修を実

施しています。

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの

状況を確認しているか。
6 0

48
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書

に基づく対応がされているか。
6 0

必要な際は医師に指示書を作成して

もらい、その上で対応を職員間で共

有しています。

49

安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、そ

の他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中

で支援が行われているか。

6 0

50

こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られ

るよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等

へ周知しているか 。

6 0

安全計画マニュアルに基づき事業所

内の備品や遊具等の安全点検の実

施、安全管理に必要な研修等への参

加を行うと共に、保護者へも事業所

としての安全計画の説明を行ってい

ます。
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51
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた

方策について検討をしているか。
6 0

ヒヤリハット発生時には速やかに職

員間で情報共有を行うと共に必要な

対策を講じています。

52
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、

適切な対応をしているか。
6 0

虐待防止担当職員が委員会や内部研

修を実施しています。

虐待防止担当職員だけではなく、

様々な職員が虐待防止研修に参加す

る機会を作ることで意識の向上に繋

げていきます。

53

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについ

て、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に

説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載して

いるか。

6 0 該当する児童がいません。
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